
第６１１号２０２２年（令和４年）１月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（７）

ム
を
実
装
す
る
な
ど
改
良
を

図
っ
た
。

　
水
野
教
授
は
「
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
施
し
、
路
面
凍
結

の
判
断
精
度
を
格
段
に
向
上

さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

た
。
学
生
た
ち
の
自
主
的
に

物
事
に
取
り
組
む
姿
勢
、
日

本
代
表
と
し
て
の
責
任
感
、

自
分
の
作
っ
た
も
の
を
世
界

に
伝
え
た
い
と
い
う
強
い
意

志
が
、
素
晴
ら
し
い
結
果
に

つ
な
が
っ
た
」と
称
賛
し
た
。

　
１
年
次
生
か
ら
４
年
次
生

ま
で
の
留
学
生
14
人
が
12
月

11
日
、
防
災
学
習
と
日
本
文

化
体
験
を
目
的
と
し
た
課
外

活
動
に
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
石
巻
市
の
旧

大
川
小
学
校
を
訪
れ
、「
大

川
伝
承
の
会
語
り
部
」
の
鈴

木
典
行
さ
ん
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
発
生
直
後
の
様
子
な

こ
め
ぼ
こ
作
り
に

杉
田
ゼ
ミ
が
挑
戦

12
月
７
日
、
宮
城
県
水
産

高
校
の
食
品
製
造
棟
で
「
こ

め
ぼ
こ
」
の
製
造
実
習
が
行

わ
れ
、
経
営
学
部
経
営
学
科

の
杉
田
博
ゼ
ミ
に
所
属
す
る

３
年
次
生
４
人
が
こ
め
ぼ
こ

作
り
に
挑
戦
し
た
。

　
こ
め
ぼ
こ
は
、
杉
田
ゼ
ミ

が
宮
城
県
水
産
高
校
、
石
巻

北
高
校
と
連
携
し
て
商
品
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
米
粉
入

り
の
か
ま
ぼ
こ
で
、
実
習
に

は
両
校
の
生
徒
も
参
加
。
す

り
鉢
を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の

手
法
で
魚
の
す
り
身
を
練
り

上
げ
、
石
巻
北
高
校
で
収
穫

し
た
新
米
の
米
粉
を
混
ぜ
た

こ
め
ぼ
こ
を
完

成
さ
せ
た
。

　
阿
蘇
航
新
さ

ん
（
福
島
県
福

島
商
業
高
）は
、

「
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の

交
流
で
得
た
知

識
と
経
験
を
、

商
品
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
生
か

し
た
い
」
と
感

謝
を
述
べ
た
。

魚
の
す
り
身
を
練
る
杉
田
ゼ
ミ
の
４
人

　
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
の
「
Ｒ

Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
」
チ
ー
ム

が
、
12
月
19
日
に
中
国
で
開

か
れ
た
第
12
回
国
際
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
（
ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ

）
で
、
最
優
秀
賞

に
次
ぐ
「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
」
を
２
年
連
続

で
受
賞
し
た
。

　
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

は
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ

デ
バ
イ
ス
（
小
型
セ
ン
サ

ー
）
を
用
い
た
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
提
案
・
試
作
し
、

そ
の
成
果
を
競
う
国
際
大

会
。
各
国
の
予
選
を
突
破
し

た
16
チ
ー
ム
が
10
分
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
５
分

の
質
疑
応
答
を
行
う
。
Ｒ
Ｏ

Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
チ
ー
ム
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
し
、
英
語
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
今
野
優
さ
ん

（
理
工
４
・
宮
城
県
利
府

高
）、
柴
田
陽
平
さ
ん
（
理

工
３
・
山
形
県
山
形
工
業

高
）。
水
野
純
理
工
学
部
教

授
の
指
導
の
も
と
、
今
野
さ

ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
自

動
車
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防

ぐ
「
路
面
状
況
シ
ス
テ
ム

Ⅱ
」
を
開
発
し
た
。
昨
年
度

の
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

で
発
表
し
た

作
品
を
ベ
ー
ス
に
、
凍
結
検

出
の
精
度
を
高
め
た
ほ
か
、

実
走
行
を
想
定
し
た
シ
ス
テ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
｜
19
）
危
機
の
な

か
で
迎
え
た
新
年
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
石
巻
専
修
大
学
は
昨
年
と

同
様
に
十
全
な
対
策
の
下
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
を
乗
り
切
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
関
係
す
る
皆
様

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
日
髙
義
博
新
総
長
、
松
木
健
一

新
理
事
長
の
下
、
本
学
は
今
後
10

年
、
20
年
を
見
据
え
た
次
代
を
担

う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
そ
れ
は

地
域
社
会
を
担
う
学
生
の
育
成
で

あ
り
、
本
学
を
担
う
教
職
員
の
養

成
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
社

会
の
諸
問
題
に
、
自
分
の
役
割
を

自
覚
し
て
取
り
組
む
た
め
に
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
」
を
創
り
ま
す
。

　
創
立
30
周
年
を
機
に
設
定
し
た

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
第
１
次
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
社
会
の
諸

課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
知
識
・

技
能
を
修
得
し
た
人
材
の
育
成
を

目
指
し
、
地
域
社
会
の
知
的
基
盤

を
支
え
る
存
在
と
し
て
教
育
研
究

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

理
工
・
人
間
学
部

22
年
４
月
に
新
編

　
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
時
代
に
向

け
た
人
材
育
成
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
知
的

創
造
に
向
け
て
、
時
代
の
変
化
と

社
会
の
要
請
に
応
じ
、
建
学
の
精

神
「
社
会
に
対
す
る
報
恩
奉
仕
」

と
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性

の
開
発
」
に
基
づ
き
、
独
自
性
を

発
展
的
に
実
現
す
る
た
め
、
本
年

４
月
に
は
理
工
学
部
と
人
間
学
部

の
教
育
課
程
を
新
編
し
ま
す
。

　
理
工
学
部
で
は
、
生
物
科
学
科

と
食
環
境
学
科
を
発
展
的
に
統
合

す
る
こ
と
で
、
多
様
な
生
物
の
構

造
と
機
能
を
解
明
し
、
生
物
資
源

と
そ
れ
を
育
む
豊
か
な
環
境
を
保

全
す
る
「
海
洋
生
物
・
環
境
」、

「
動
物
・
植
物
」、「
微
生
物
・
生

命
分
子
」、「
自
然
科
学
」
の
４
コ

ー
ス
で
構
成
す
る
生
物
科
学
科
に

新
編
し
ま
す
。

　
工
学
系
の
２
学
科
は
、
モ
ノ
と

ヒ
ト
の
動
き
か
ら
集
積
し
た
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
新
た
な
モ
ノ
や
シ

ス
テ
ム
を
創
造
す
る
機
械
工
学
科

と
情
報
電
子
工
学
科
に
新
編
し
ま

す
。
両
学
科
で
は
学
び
の
横
断
化

を
進
め
、
今
後
の
産
業
界
や
社
会

に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

Ａ
Ｉ
お
よ
び
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
技

術
に
つ
い
て
複
合
的
な
基
礎
知
識

を
備
え
た
次
世
代
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

育
成
し
ま
す
。

　
人
間
学
部
人
間
文
化
学
科
で

は
、
一
人
一
人
の
将
来
の
志
向
に

合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
「
異
文
化

理
解
・
芸
術
文
学
」、「
地
域
社
会

支
援
」
の
２
コ
ー
ス
制
に
新
編

し
、
地
域
社
会
の
文
化
的
創
生
を

担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
昨
年
、
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科
を
新
設
し
た
経
営
学
部
で
は
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
動
き
か
ら

集
積
し
た
デ
ー
タ
を
社
会
科
学
的

に
意
味
づ
け
、
価
値
の
高
い
情
報

と
し
て
世
界
に
発
信
す
る
情
報
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
と
、
地
域
に
根

ざ
し
た
問
題
解
決
型
の
経
営
学
科

が
共
存
す
る
新
体
制
の
構
築
を
強

力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
を

共
創
す
る
大
学
へ

　
こ
れ
ら
の
教
育
課
程
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
価
値
創
造
を
持
続
的
に
推
進

す
る
こ
と
で
、
石
巻
専
修
大
学
は

社
会
知
性
で
地
域
社
会
を
共
創
す

る
「
地
域
に
根
ざ
し
て
世
界
に
尖

が
っ
た
大
学
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

尾池 守　　石巻専修大学長　　年頭の抱負

中長期ビジョン
（2020～2024年度）

１.社会の諸課題解決に活用できる知識・

　 技能を修得した人材を育成する

２.教育研究活動を充実させる

３.学習の質を向上させる環境を整備する

次
代
を
担
う
人
材
を
創
る

　
情
報
の
分
野
に
加
え
て
電
子
の
分
野

も
学
べ
る
点
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
取

得
を
目
指
せ
る
点
に
魅
力
を
感
じ
て
石

巻
専
修
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
当
初

は
自
主
性
に
乏
し
く
、
周
り
に
合
わ
せ

て
行
動
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
な
ど
を
通
じ
て

成
長
し
、
日
々
の
勉
強
や
資
格
取
得
に

も
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
電
気
系
の
学
び
を
深
め
る
た
め
に
選

ん
だ
本
田
秀
樹
研
究
室
で
は
、「
分
散
リ

ア
ク
ト
ル
多
数
接
続
に
よ
る
系
統
へ
の

影
響
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
安
心
・
安

全
な
電
力
供
給
に
つ
な
が
る
研
究
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
で
は
自
己
分
析
と
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
に
苦
労
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
業
界
を
絞
り
始
め
た
の

は
２
年
次
生
の
後
期
、
企
業
研
究
に
取

り
掛
か
っ
た
の
は
３
年
次
生
の
春
か
ら

で
す
。
災
害
が
起
き
た
際
、
水
や
食
料

は
支
援
物
資
と
し
て
届
け
ら
れ
ま
す

が
、
電
気
は
電
力
会
社
で
な
け
れ
ば
復

旧
で
き
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ラ
企
業
の
社

会
的
責
任
は
大
き
く
、
そ
こ
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
、
東
北
エ
リ
ア
の
電
力
設

備
全
般
を
担
う
東
北
電
力
を
志
望
し
ま

し
た
。

　
卒
業
後
は
今
以
上
に
電
力
に
関
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
、
事
業
を
通
じ
て
地

域
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岩
手
県
久
慈
高
、
内
定
先

東
北
電

力
㈱
）

　卒業を控えた４年次生に、本学での日々
や就職活動、今後の目標などを聞いた。

防災と日本文化を学ぶ

留学生14人が課外実習

４年次生に聞く

坂本 琳華さん
理工学部情報電子工学科

電
力
供
給
を
研
究

学
び
を
地
域
に

ロボット

研 究 会

国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

２
年
連
続
受
賞

【一般選抜Ａ日程】 【特待生選抜】

１/ 21㊎ ※消印有効出願締切日

試験日 １/ 30㊐

【一般選抜B日程】

２/ ７㊊ ～ 24㊍ ※消印有効出願期間

試験日 ３/ ２㊌

【大学入学共通テスト利用選抜Ｂ日程】
２/ ７㊊ ～ 18㊎ ※消印有効出願期間

出願受付中
★詳細はホームページで

必ずご確認ください。

ど
を
聞
い
た
。

　
中
国
か
ら
の
留
学
生
で
あ

る
李
卓
さ
ん
（
理
工
２
）

は
、「
大
川
小
に
到
達
し
た

津
波
の
高
さ
は
想
像
を
超
え

て
い
た
。
自
然
災
害
は
人
類

に
大
き
な
損
失
を
も
た
ら

す
。
私
た
ち
は
危
機
感
を
持

つ
べ
き
だ
」
と
感
想
を
述
べ

た
。

　
石
巻
・
川
の
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
は
、
北
上
地
区
の

ヨ
シ
を
原
料
と
し
た
紙
す
き

を
体
験
。
講
師
か
ら
紙
を
す

く
手
順
を
教
わ
っ
た
後
、
草

花
や
折
り
紙
を
飾
り
に
使
っ

て
思
い
思
い
の
は
が
き
を
作

っ
た
。

　
最
後
は
、
東
日
本
大
震
災

に
も
耐
え
た
「
落
ち
そ
う
で

落
ち
な
い
石
」
が
御
神
体
の

釣
石
神
社
を
参
拝
し
、
お
み

く
じ
な
ど
を
楽
し
ん
で
課
外

活
動
を
終
え
た
。

旧大川小学校で鈴木さんの説明を聞く留学生たち

Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
チ
ー
ム
の

今
野
さ
ん（
右
）と
柴
田
さ
ん

開発した「路面状況システムⅡ」




